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第一看護科 1年生 （以下 1N 1とする）64人
第一看護科 2年生 （以下 1N 2とする）53人
第一看護科 3年生 （以下 1N 3とする）58人
合計 175人
栄 養 科 1年生 （以下MNlとする） 57人




















② 比率の差の検定には，フィ ッシャ ーの直










したものが， 〔一般〕 35,1%, 〔自分〕 70,1%,
〔家族〕 19.0％であ った。これに対して，告げる
ことに反対であると否定的反応をしたものは，
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が， 〔一般〕 88.0%, 〔自分〕 83.4%,
〔家族〕 85.1%と，いずれの場合にも非































を望むものは， 1N 2と1N 3に高い。 40 

























' ＊＊ ＇ 
＇ ＊一
しー ＊＊ 一
lNl I lN2 I 1N3 I MNl 
←-* — 
' * ＇ 











むものが，〔一般〕 33.1%, 〔自分〕 5.7%, 〔家
族〕 39.4％であった。これに対して，むしろ自
然にまかせたいとしたも のは，〔一般〕 37.1%, 
















ることを望むものは， 1 N 1に面 <MNlに低
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冒l賛成 □どちらともいえない 巳］反対 n = 173 









































































































圃 麟する □どちらともいえない に｝ 提供しない
なお，脳死と朦器移植それぞれの各
クラス間の検定結果には，有意差は な





















成は〔自分〕 56.7%, 〔家族〕 76.6%，反対は〔自
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